
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目　
　

次

ペ
ー
ジ

 
告

示

〇
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
の
委
託 

（
震
災
援
護
室
）　

　

一

〇
障
害
者
自
立
支
援
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定 

（
障
害
福
祉
課
）　

　

一

〇
認
証
食
品
の
認
証
（
七
件
） 

（
食
産
業
振
興
課
）　

　

二

〇
家
畜
伝
染
病
の
発
生 

（
畜　

産　

課
）　

　

三

〇
公
有
水
面
埋
立
て
の
し
ゅ
ん
功
認
可  

（
水
産
業
基
盤
整
備
課
）　

　

三

〇
建
設
業
許
可
の
取
消
し 

（
事
業
管
理
課
）　

　

五

 
公

告

〇
財
政
状
況
の
公
表 

（
財　

政　

課
）　

　

五

 
人
事
委
員
会

〇
人
事
委
員
会
規
則
七－

六
十
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

五

〇
人
事
委
員
会
規
則
七－

百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

五

〇
人
事
委
員
会
の
権
限
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
の
委
任
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示 

六

 
公
安
委
員
会

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

六

 
告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
八
号

　

県
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

大
崎
市
の
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
を
次
の
規
約
に
よ
り
受
託
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

　
　
　

大
崎
市
と
宮
城
県
と
の
間
の
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
の
委
託
に
関
す
る
規
約

　

（
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
の
委
託
）

第
一
条　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大

崎
市
は
、
そ
の
事
務
と
し
て
行
う
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
八
十
二
号
）
第

一
条
に
規
定
す
る
災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障
害
見
舞
金
の
支
給
の
た
め
の
審
査
会
そ
の
他
の
合
議
制
の
機
関
（
以
下

「
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
」
と
い
う
。）
の
設
置
及
び
そ
の
運
営
並
び
に
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
へ
の
諮

問
等
（
以
下
「
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
」
と
い
う
。）
を
宮
城
県
に
委
託
す
る
。

　

（
委
託
事
務
の
範
囲
）

第
二
条　

前
条
の
規
定
に
よ
り
宮
城
県
に
委
託
す
る
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
（
以
下
「
委
託
事
務
」
と

い
う
。）
の
範
囲
は
、
東
日
本
大
震
災
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
及
び

こ
れ
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
る
災
害
を
い
う
。）
に
よ
る
死
亡
又
は
障
害
で
あ
る
か
否
か
を
審
査
す
る

た
め
の
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
の
設
置
及
び
そ
の
運
営
並
び
に
当
該
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
へ
の
諮
問
等

と
す
る
。

　

（
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
の
方
法
）

第
三
条　

委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
つ
い
て
は
、
宮
城
県
の
条
例
、
規
則
そ
の
他
の
規
程
（
以
下
「
条
例
等
」
と

い
う
。）
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

　

（
委
託
事
務
に
要
す
る
経
費
の
負
担
等
）

第
四
条　

委
託
事
務
に
要
す
る
経
費
は
、
大
崎
市
が
負
担
す
る
。

２　

前
項
の
経
費
の
算
定
の
方
法
並
び
に
交
付
の
方
法
及
び
そ
の
時
期
は
、大
崎
市
と
宮
城
県
と
が
協
議
し
て
定
め
る
。

　

（
補
則
）

第
五
条　

宮
城
県
知
事
は
、
委
託
事
務
の
管
理
及
び
執
行
に
関
す
る
条
例
等
を
制
定
し
、
改
正
し
、
又
は
廃
止
し
た
と

き
は
、
直
ち
に
大
崎
市
長
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２　

こ
の
規
約
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
災
害
弔
慰
金
等
支
給
審
査
会
等
の
事
務
の
委
託
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
大

崎
市
と
宮
城
県
と
が
協
議
し
て
定
め
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
約
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
大
崎
市
と
宮
城
県
と
の
協
議
の
成
立

の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
七
十
九
号

　

障
害
者
自
立
支
援
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十
一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
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宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
一
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
二
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
三
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
四
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

第2420号　平成24年12月28日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （2）

事

業

所

番

号

〇
四
一
一
二
〇
〇
二
四
九

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地

さ
く
ら
ワ
ー
ク
ス

登
米
市
東
和
町
米
川
字

西
綱
木
六
番
地
一

指
定
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
種
類

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

設
置
者
名

社
会
福
祉
法
人

恵
泉
会

指
定
年
月
日

平
成
二
十
五
年

一
月
一
日

認
証
番
号

二
十
五

品　

目

仙
台
牛

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

株
式
会
社
マ
ル
イ

代
表
取
締
役　

佐
藤
宏

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

株
式
会
社
三
越
仙
台
店

フ
ー
ド
ガ
ー
デ
ン　

マ

ル
イ

製
造
所
等
の
所
在
地

仙
台
市
青
葉
区
一
番
町
四
丁
目
十

一
番
一
号

認
証
番
号

六
十

品　

目

ナ
チ
ュ
ラ

ル
チ
ー
ズ

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

財
団
法
人
蔵
王
酪
農
セ

ン
タ
ー

理
事
長　

小
原
實

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

財
団
法
人
蔵
王
酪
農
セ

ン
タ
ー

製
造
所
等
の
所
在
地

刈
田
郡
蔵
王
町
遠
刈
田
温
泉
字
七

日
原
二
百
五
十
一
番
地
の
四

認
証
番
号

九
十
二

品　

目

宮
城
県
産

仙
台
味
噌

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

仙
台
味
噌
醤
油
株
式
会

社代
表
取
締
役
社
長　

佐
々
木
淳
一
郎

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

仙
台
味
噌
醤
油
株
式
会

社
わ
さ
び
沢
工
場

製
造
所
等
の
所
在
地

大
崎
市
松
山
金
谷
字
山
葵
沢
東
六

番－

一

認
証
番
号

百
十
九

品　

目

豆
腐

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

有
限
会
社
ほ
し
食
品

代
表
取
締
役　

星
孝
征

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

有
限
会
社
ほ
し
食
品

製
造
所
等
の
所
在
地

遠
田
郡
美
里
町
字
藤
ヶ
崎
町
四
十

二
番
地



二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
五
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
六
号

　

宮
城
県
認
証
食
品
認
証
要
綱
（
平
成
十
七
年
宮
城
県
告
示
第
九
百
号
）
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
認
証
食
品

を
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

認
証
食
品

二　

認
証
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
九
日

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
七
号

　

家
畜
伝
染
病
予
防
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
家

畜
伝
染
病
が
発
生
し
た
旨
の
届
出
が
あ
っ
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

家
畜
伝
染
病
の
種
類

　
　

ヨ
ー
ネ
病

二　

畜
種

　
　

牛
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
）

三　

患
畜
及
び
疑
似
患
畜
の
区
分
並
び
に
そ
の
頭
数

　
　

患
畜　

一
頭

四　

発
生
の
場
所
又
は
区
域

　
　

蔵
王
町

五　

発
生
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
十
八
日

六　

患
畜
の
取
扱
い

　
　

法
令
殺

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
八
号

　

公
有
水
面
埋
立
法
（
大
正
十
年
法
律
第
五
十
七
号
）
第
二
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
公
有
水
面
埋
立
て
に
つ

い
て
次
の
と
お
り
し
ゅ
ん
功
認
可
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

し
ゅ
ん
功
認
可
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日

二　

し
ゅ
ん
功
認
可
を
受
け
た
者
の
名
称

　
　

宮
城
県

三　

埋
立
区
域

　

１　

位　

置

　
　
　

第
二
種
波
路
上
漁
港
区
域
内

　
　
　

Ⅱ
区

　

気
仙
沼
市
波
路
上
岩
井
崎
九
十
六
番
一
、
九
十
五
番
、
九
十
四
番
、
九
十
三
番
三
、
九
十
二
番
三
、
七
十
一
番

二
、
七
十
番
二
、
百
二
番
、
百
三
番
、
百
四
番
に
隣
接
す
る
公
有
水
面
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認
証
番
号

百
二
十

一　
　

品　

目

農
産
物
漬

物

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

千
坂
イ
ナ
子

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

要
害
農
産

製
造
所
等
の
所
在
地

黒
川
郡
大
郷
町
中
村
字
西
要
害
二

十
六

認
証
番
号

百
二
十

二

品　

目

農
産
物
漬

物

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

加
藤
タ
ツ
ヨ

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

フ
ァ
ー
ム
ラ
ン
ド
加
藤

製
造
所
等
の
所
在
地

黒
川
郡
大
郷
町
大
松
沢
字
茶
立
場

上
五－

三

認
証
番
号

百
七
十

九

品　

目

農
産
物
漬

物

申
請
者
の
氏
名

又

は

名

称

相
原
良
子

製
造
業
者
の
名
称

又

は

屋

号

相
原
漬
物

製
造
所
等
の
所
在
地

仙
台
市
若
林
区
日
辺
字
宅
地
四
十

四
番
地
の
一



　
　
　

Ⅲ
区

　

気
仙
沼
市
波
路
上
内
沼
百
三
十
五
番
に
隣
接
す
る
公
有
水
面
並
び
に
気
仙
沼
市
波
路
上
内
沼
五
番
四
地
先
公
有

水
面

　

２　

区　

域

　
　
　

Ⅱ
区

　

次
の
地
点
を
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び�
点
と�
点
と
を
結
ぶ
春
分
秋
分
の
満
潮
位
（
＋
一
・
六
メ
ー
ト

ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

�
点　

気
仙
沼
市
岩
井
崎
防
波
堤
北
部
先
端
（
北
緯
三
八
度
四
九
分
五
七
秒
、
東
経
一
四
一
度
三
六
分
一
〇
秒
）

を
基
点�
と
し　

Ａ
点
か
ら　

二
八
三
度
一
三
分　

三
六
四
・
一
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

三
一
七
度
四
六
分　
　
　

四
・
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

七
四
度
五
七
分　
　

一
二
・
五
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

五
八
度
二
〇
分　
　

二
六
・
三
一
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

五
七
度
〇
一
分　
　
　

七
・
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

五
四
度
二
四
分　
　
　

七
・
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

五
一
度
四
六
分　
　
　

七
・
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
九
度
〇
九
分　
　
　

七
・
五
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
五
〇
分　
　

二
八
・
四
九
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
五
一
分　
　

二
四
・
二
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
四
六
分　
　

四
一
・
五
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
四
六
分　
　

一
七
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

九
二
度
四
四
分　
　
　

四
・
六
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
三
七
度
四
七
分　
　

一
一
・
三
三
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
四
七
分　
　
　

〇
・
一
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
三
七
度
四
七
分　

一
七
九
・
二
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
二
七
度
五
〇
分　
　
　

〇
・
〇
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
三
七
度
四
六
分　
　

二
九
・
九
二
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
四
二
度
二
五
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
五
一
度
四
一
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
六
〇
度
五
八
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
七
〇
度
一
四
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
七
九
度
三
一
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
八
六
度
二
八
分　
　
　

〇
・
九
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
九
一
度
〇
六
分　
　
　

〇
・
九
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
九
八
度
〇
四
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
〇
七
度
二
〇
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
一
六
度
三
六
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
二
五
度
五
三
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
三
五
度
〇
九
分　
　
　

一
・
九
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
三
九
度
四
八
分　
　

三
六
・
四
四
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
四
九
度
四
八
分　
　
　

五
・
五
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
三
九
度
四
五
分　
　

一
一
・
九
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
六
六
度
〇
九
分　
　
　

三
・
九
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
三
九
度
四
一
分　
　

二
三
・
七
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　

Ⅲ
区

　

次
の
地
点
を
順
次
に
直
線
で
結
ん
だ
線
及
び�
点
と�
点
と
を
結
ぶ
春
分
秋
分
の
満
潮
位
（
＋
一
・
六
メ
ー
ト

ル
）
に
お
け
る
公
有
水
面
と
陸
地
と
の
境
界
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

�
点　

気
仙
沼
市
岩
井
崎
防
波
堤
北
部
先
端
（
北
緯
三
八
度
四
九
分
五
七
秒
、
東
経
一
四
一
度
三
六
分
一
〇
秒
）

を
基
点�
と
し　

Ａ
点
か
ら　

二
八
三
度
一
四
分　

五
九
四
・
六
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
四
六
分　
　

五
四
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

三
一
七
度
四
六
分　
　

六
五
・
五
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

四
七
度
四
六
分　
　

六
七
・
六
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　
　

九
二
度
四
五
分　
　
　

三
・
四
五
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

一
三
七
度
四
六
分　
　

七
五
・
〇
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
七
二
度
四
六
分　
　
　

一
・
八
七
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　
　
　
�
点　
�
点
か
ら　

二
二
七
度
四
六
分　

一
一
五
・
一
八
メ
ー
ト
ル
の
地
点

　

３　

面　

積

　
　
　

Ⅱ
区

　
　
　

一
九
、
二
六
三
・
七
二
平
方
メ
ー
ト
ル

　
　
　

Ⅲ
区

　
　
　

五
、
八
八
三
・
七
五
平
方
メ
ー
ト
ル

四　

免
許
の
年
月
日
及
び
番
号

　
　

平
成
七
年
十
二
月
十
一
日　

宮
城
県
（
漁
港
）
指
令
第
百
十
九
号

第2420号　平成24年12月28日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （4）



五　

公
有
水
面
埋
立
法
第
二
十
二
条
第
三
項
の
市
又
は
町　

　
　

気
仙
沼
市

〇
宮
城
県
告
示
第
九
百
八
十
九
号

　

建
設
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
建
設
業
の
許
可
を
取
り
消

し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

許
可
を
取
り
消
し
た
年
月
日

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
日

二　

商
号
又
は
名
称
等

三　

許
可
取
消
し
の
原
因

　
　

建
設
業
に
係
る
廃
業
等
の
届
出
が
あ
り
、
建
設
業
法
第
二
十
九
条
第
一
項
第
四
号
に
該
当 

 
公

告

〇
財
政
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
九
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
三
号
）
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
の
財
政
状
況
を
別
冊
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

人
事
委
員
会

　

人
事
委
員
会
規
則
七－

六
十
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　
�
　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七－

六
十
一－

五

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七－

六
十
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七－

六
十
一
（
住
居
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
四
条
中
「
規
則
七－

百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）」
の
下
に
「（
以
下
「
規
則
七－

百
六
」
と
い
う
。）」
を
加
え
、「
同

項
第
二
号
」
を
「
同
項
第
三
号
」
に
改
め
、「
移
転
」
の
下
に
「（
国
家
公
務
員
若
し
く
は
給
料
表
の
適
用
を
受
け
な
い

地
方
公
務
員
で
あ
つ
た
者
又
は
規
則
七－

百
六
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
者
か
ら
引
き
続
き
給
料
表
の
適
用
を
受
け

る
職
員
と
な
つ
た
者
に
あ
つ
て
は
当
該
適
用
、
外
国
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰

し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
復
帰
、
職
員
の
分
限
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
二

条
第
一
号
又
は
県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
、
分
限
及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
六

号
）
の
規
定
に
よ
る
休
職
か
ら
復
職
し
た
職
員
に
あ
つ
て
は
当
該
復
職
）」
を
加
え
る
。

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

　
　
　
　
　
 

　
　
　
　
　

　

人
事
委
員
会
規
則
七－

百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　
�
　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

〇
人
事
委
員
会
規
則
七－

百
六－

八

　
　
　

人
事
委
員
会
規
則
七－

百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

人
事
委
員
会
は
、
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
二
年
宮
城
県
条
例
第
二
十
九
号
）
に
基
づ
き
、
人
事
委

員
会
規
則
七－
百
六
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
第
三
項
中
第
七
号
を
第
八
号
と
し
、
同
項
第
六
号
中
「
前
各
号
」
を
「
第
二
号
か
ら
前
号
ま
で
」
に
改
め
、

「
者
か
ら
」
の
下
に
「
人
事
交
流
等
に
よ
り
」
を
加
え
、「
職
員
と
な
り
、
こ
れ
に
伴
い
」
を
「
職
員
と
な
っ
た
こ
と

又
は
復
帰
等
に
伴
い
」
に
、「「
適
用
」」
を
「「
適
用
又
は
復
帰
等
」」
に
改
め
、「（
人
事
交
流
等
に
よ
り
給
料
表
の
適
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商
号
又
は
名
称
及

び
代
表
者
の
氏
名

有
限
会
社
今
野
建

設今
野　

和
好

有
限
会
社
ケ
ー
ズ

シ
ス
テ
ム

小
林　

一
男

シ
グ
マ
工
業
株
式

会
社
科
野　

健
三

東
友
エ
ン
ジ
ニ
ア

リ
ン
グ
株
式
会
社

主
た
る
営
業
所
の
所
在
地

気
仙
沼
市
本
吉
町
卯
名
沢

百
三
十
六

仙
台
市
太
白
区
茂
庭
台
三

丁
目
二－

十
一

仙
台
市
若
林
区
六
丁
の
目

元
町
六－

七

仙
台
市
青
葉
区
小
松
島
一

丁
目
七－

二
十

建

設

業

許

可

番

号

般
・
特－
二
十

第
二
千
三
百
八

十
一
号

般－

二
十
二

第
一
万
六
千
四

十
一
号

般－

二
十

第
一
万
六
千
八

百
二
十
二
号

般－

二
十

第
一
万
六
千
九

百
十
八
号

申
請
区
分
及
び
許
可

を
取
り
消
し
た
建
設

業
の
種
類　
　
　
　

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

建
築
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

電
気
工
事
業

全
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

土
木
工
事
業

　

と
び
・
土
工
工
事
業

　

さ
く
井
工
事
業　

　

水
道
施
設
工
事
業

一
部
廃
業

一
般
建
設
業

　

さ
く
井
工
事
業

受

付

年

月

日

平
成
二
十
四
年

 

十
一
月
二
十
日

平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
十
九
日

平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
十
八
日

平
成
二
十
四
年

十
一
月
二
十
六
日



用
を
受
け
る
職
員
と
な
っ
た
者
に
限
る
。）」
を
削
り
、
同
号
を
同
項
第
七
号
と
し
、
同
項
中
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
と
し
て
次
の
一
号
を
加
え
る
。

一　

外
国
派
遣
条
例
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
派
遣
か
ら
職
務
に
復
帰
し
た
こ
と
又
は
職
員
の
分
限
に
関
す
る

条
例
（
昭
和
二
十
六
年
宮
城
県
条
例
第
五
十
一
号
）
第
二
条
第
一
号
若
し
く
は
県
費
負
担
教
職
員
の
任
免
、
分
限

及
び
懲
戒
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
宮
城
県
条
例
第
三
十
六
号
）
の
規
定
に
よ
る
休
職
か
ら
復
職
し
た
こ

と
（
以
下
「
復
帰
等
」
と
い
う
。）
に
伴
い
、
住
居
を
移
転
し
、
第
二
条
に
規
定
す
る
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
、
同
居
し
て
い
た
配
偶
者
と
別
居
す
る
こ
と
と
な
っ
た
職
員
で
、
当
該
復
帰
等
の
直
前
の
住
居
か
ら
当
該
復
帰

等
の
直
後
に
在
勤
す
る
公
署
に
通
勤
す
る
こ
と
が
第
三
条
に
規
定
す
る
基
準
に
照
ら
し
て
困
難
で
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
も
の
の
う
ち
、
単
身
で
生
活
す
る
こ
と
を
常
況
と
す
る
職
員

　
　
　

附　

則

　

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
五
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
人
事
委
員
会
告
示
第
七
号

　

人
事
委
員
会
は
、
人
事
委
員
会
規
則
二－

二
（
他
の
機
関
及
び
事
務
局
長
に
対
す
る
権
限
の
委
任
）
に
基
づ
き
、
平

成
二
年
人
事
委
員
会
告
示
第
三
号
（
人
事
委
員
会
の
権
限
（
単
身
赴
任
手
当
）
の
一
部
の
委
任
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
し
た
。

　
　

平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日

 

宮
城
県
人
事
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

委　
員　
長　
　
�
　
　

橋　
　

俊　
　

一　
　
　

一　

二
の�
中
「
第
五
条
第
三
項
第
一
号
か
ら
第
五
号
ま
で
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
二
号
か
ら
第
六
号
ま
で
」
に
改

め
、
同�
中
「
第
五
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同�
中
「
第
五
条
第
三
項
第
三

号
又
は
第
五
号
」
を
「
第
五
条
第
三
項
第
四
号
又
は
第
六
号
」
に
改
め
、
同�
中
「
第
五
条
第
三
項
第
七
号
」
を

「
第
五
条
第
三
項
第
八
号
」
に
改
め
る
。

二　

こ
の
告
示
の
効
力
の
発
生
す
る
日

　
　

平
成
二
十
五
年
一
月
一
日公

安
委
員
会

第2420号　平成24年12月28日　金曜日 宮　　城　　県　　公　　報 （6）
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
（
平
成
４
年
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
３
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　
第
２
条
第
２
号
イ
中
「
及
び
第
15条

第
１
項
」
を
「
、
第
15条

第
１
項
」
に
、「
第
３
項
及
び
第
４
項
」
を
「
第
４

項
及
び
第
５
項
に
規
定
す
る
事
務
並
び
に
第
30条

の
11第

１
項
の
規
定
に
係
る
仮
の
命
令
に
係
る
同
条
第
３
項
及
び

第
４
項
」
に
改
め
る
。

　
第
３
条
中
「
又
は
第
30条

の
３
」
を
「
、
第
30条

の
３
、
第
30条

の
７
第
１
項
又
は
第
30条

の
10第

１
項
」
に
改

め
る
。

　
　
　
附
　
則

　
こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
宮
城
県
公
安
委
員
会
規
則
第
７
号

　
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

　
　
平
成
24年

12月
28日

 
宮
城
県
公
安
委
員
会
委
員
長
　
中
村
　
孝
也
　
　

　
　
　
宮
城
県
公
安
委
員
会
の
事
務
の
委
任
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則


